
 

 

 

 

 

【中学校第１学年の実践】 
１ 主題名 

  郷土の文化を受け継ぐ 【Ｃ 郷土の伝統と文化の尊重、郷土を愛する態度】 

  

２ 教 材 

  魂の故郷～本当のアイヌ文化を残したい～ 知里 真志保（北海道版道徳教材（中学校用）） 

 

３ 主題設定の理由【指導観】 

 (1) ねらいとする道徳的価値について【価値観】 

   郷土の伝統と文化の尊重、郷土を愛する態度とは、郷土によって育まれてきた伝統と文化

に触れ、そのよさに気付き、郷土に対する誇りや愛着をもつこと、社会に尽くした先人や高

齢者などの先達に対する尊敬の念や感謝の気持ちを深め、郷土に対して主体的に関わろうと

する心や、地域社会をよりよいものに発展させていこうとする自覚をもつことであり、ねら

いとする価値に迫るためには、これらについて考えを深めさせる指導が大切である。 

第１学年の指導においては、小学校の段階における「我が国や郷土の伝統と文化を大切に

し、先人の努力を知り、国や郷土を愛する心をもつことの学習」を基に、地域の人々との人

間関係を問い直したり、地域社会の実態を把握させたりして、郷土を愛し、郷土のために自

分ができることは何かを考えさせることを通して、進んで郷土の発展に努めようとする実践

意欲と態度を育てていきたい。 

 

 (2) 生徒の実態【生徒観】 

   郷土を愛し、郷土のために自分ができることは何かを考え、進んで郷土の発展に努めよう

とする実践意欲と態度を育てるために、道徳の時間（H31 からは道徳科）以外では、次のよ

うな指導を行っている。 

①社会歴史的分野「近世の日本」、「近代の日本と世界」 

北海道開拓の歴史やアイヌの人たちの歴史や文化についての学習を通して、これからの

自分たちの郷土はどうあるべきかを考えさせるなど、郷土を愛する心や郷土の発展に努め

ようとする態度について指導してきた。 

②総合的な学習の時間「身近な社会を発見し地域を知る学習」 

「自然体験学習」や「地場産業体験学習」等の体験的な学習を通して、地域の自然・産

業・生活の実態を把握し、地域の環境を守るために何ができるのかについて、生徒が地域

における自己の生き方との関わりで考えられるよう指導してきた。 

③家庭や地域との連携 

本教材を活用した学習の様子を道徳通信や学級通信に掲載し家庭に伝えるとともに、家

庭で郷土を愛する思いについて話し合う機会を設けることで、自分たちの郷土や地域のた

めに何ができるかを考え、できることを取り組んでいこうとする意欲を高める指導を行っ

ていく。 

 

 学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育で、生徒は、郷土を愛する気持ちを一層強くも

ち、郷土のために何ができるかを自分との関わりで考える姿が見られるが、より広い視野か

ら地域との関わりについて多面的・多角的に考え、進んで郷土の発展に努めようとする実践

意欲と態度について道徳科で育む必要がある。 
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 (3) 教材について【教材観】 

郷土の伝統と文化の尊重、郷土を愛する大切さについて、多面的・多角的に考えさせるた

めに、アイヌ文化を守るために強く生きた知里真志保の生き方を中心に話し合い、価値理解・

人間理解・他者理解を深めさせるとともに、郷土のために自分ができることは何かについて、

生徒の実態に応じた地域資料を活用し、進んで郷土の発展に努めようとする態度を育てる。 

本時においては、中心的な発問とそれを効果的にするための基本発問を次のとおり設定する。 

１ 「◎中心的な発問」の場面 

→郷土の伝統や文化を守るために生き抜いた真志保の生き方から道徳的価値について

多面的・多角的に考えさせる。 

◆意   図：アイヌの伝統や文化を正しく後世に伝えるために、強く生き抜いた真志

保の生き方について考えさせ、価値理解・他者理解を深めさせたい。そ

の際、登場人物や人間関係を構造的に板書で整理しながら、真志保の生

き方について立場や視点を変えて、多面的・多角的に考えることができ

るようにする。 

●真志保の思い：アイヌ文化を正しく伝えるために、自分のできることはやり通す強い思い。 

 

２ 「○基本発問」の場面 

→真志保のアイヌ語研究に対する思いから郷土への強い思いについて考えさせる。 

◆意   図：「内側からアイヌ語をやるのだ。生活のニュアンスまで分かるアイヌ語

を」や「いま俺がやらなければ、それは永遠に正しくされない」との言

葉から、真志保のアイヌ語研究への強い思いについて考えさせたい。そ

の際、事前学習として、生徒に教材を提示し、「真志保と他のアイヌ語

研究者の違いは何か」等、読む視点を示して読ませることで、ねらいと

する道徳的価値について、考えを深められるようにする。 

●真志保の思い：アイヌ文化が間違った形で後世に残ることを危惧し、正しく伝えること

ができるのは自分しかいないという郷土への強い思い。 

３ 「地域素材の活用」 

→身近な地域素材から自分たちの生き方を考えさせる。 

◆意   図：小学校の段階における「我が国や郷土の伝統と文化を大切にし、先人の

努力を知り、国や郷土を愛する心をもつことの学習」を基に、地域の人々

との人間関係を問い直したり、地域社会の実態を把握させたりするため

に、地域の歴史や伝統、先人の願いについて記された地域資料を活用し、

郷土のために自分ができることを考えられるようにする。 
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４ ねらい 
知里真志保の生き方に触れることを通して、郷土の伝統や文化を尊重することの大切さや、

郷土のために自分ができることについて考え、郷土を愛し、進んで郷土の発展に努めようとす
る実践意欲と態度を育てる。 

 

５ 学習指導過程  

●学習活動 
○主な発問 ◎中心的な発問 
・子どもの反応 

・指導上の留意点 
■評価 

導 
 

入 

● 真志保が大切にしたアイヌの人たち

の伝統や文化について考える。 

○ アイヌの人たちが大切にしていたこ

とは何だと思うか。 

・よいことをするとよいことが返って

くること。 

・自然や動物を大切にすること。 

・導入において、アイヌ

民話を読み、ねらいと

する道徳的価値への

方向付けをする。 

 

展 
 

開 

● 教材「魂の故郷」を読み、話し合う。 

○ 真志保は、どのような思いで、アイ

ヌ語の研究をしていたのだろうか。 

・他の学者はアイヌ文化を外側からし

か見ていない。 

・このままでは、アイヌ文化が失われ

てしまう。 

・アイヌ文化を守る人は自分しかいない。 

◎ 真志保の生き方から、学んだことは

何だろうか。 

・郷土の伝統や文化を本当に大切にし

ていたこと。 

・アイヌ文化を正しく伝えるために、自

分にできることをやり通す強い思い。 

・正しく知ってもらうために、伝える

ことの大切さ。 

 

 

・アイヌの人たちの歴史

や文化を正しく伝える

ために、信念を貫く真

志保の強い生き方か

ら、人間理解を深めさ

せる。 

 

・真志保の生き方につい

て、多面的・多角的に話

し合い、価値理解、他者

理解を深めさせる。 

● 自己を見つめる。 

● 地域資料「三樹の教え」を示し、自

分たちの故郷について考える。 

○ よりよい郷土にしていくために、私

たちにできることは何だろうか。 

・もっと、地域の歴史や文化を知り、

大切にしていきたい。 

・地域のよさをたくさんの人に知って

もらいたいので、いろいろな方法で

発信していきたい。 

・これからも、地域の人たちと互いに

助け合ったり、協力したりしていき

たい。 

・郷土のために自分がで

きることは何かにつ

いて、生徒の身近な地

域素材を活用して考

えさせることで、これ

までの自分の地域に

対する考え方を振り

返り、自己理解につな

げていく。 

■ 郷土の文化を受け

継ぎ、進んで郷土の発

展に努める大切さに

ついて、自分との関わ

りで考えを深めるこ

とができたか。 

終 

末 

教師の説話を聞く 

※地域の人たちの歴史や文化を知ること

で、一層郷土への愛着が深まっていくこ

とについて話をする。 

・本時の授業を振り返り

ながら、郷土を大切に

しようとする実践意欲

が高まるようにする。 

【工夫①】 
・アイヌ民話を補助教材
として活用し、本教材
の理解を深めるととも
に、アイヌの人たちが
大切にしていた文化に
ついて想起させる。 

「考え、議論する道徳」
に向けた工夫 

【工夫⑤】 
・教師が自ら説話を行
うにより、生徒の心
情に訴え、ねらいと
する道徳的価値を生
徒が一層主体的に捉
えることができるよ
うにする。 

【工夫④】 
・生徒の身近な地域資
料を読んだ後に郷土
について考えること
により、ねらいとする
道徳的価値について
自分との関わりで捉
え、自己理解を深めら
れるようにする。 

【工夫③】 
・板書で人間関係を構
造的に整理したり、生
徒の考えを分類して
示したりしながら、知
里真志保の思いや生
き方について多面的・
多角的に考えを深め
られるようにする。 

【工夫②】 
・事前学習として、生徒
に本教材を読ませて
おく。その際に、「真
志保と他のアイヌ語
研究者の違いは何か」
という読む視点を示
すことで、ねらいとす
る道徳的価値につい
て考えを深められる
ようにする。 
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６ 板書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ ノート・ワークシート（地域資料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【授業実践を振り返って】 
アイヌの人たちの歴史・文化等について理解を深め、真志保が郷土に対してどのような

思いをもっていたかに気付かせながら、自分たちの郷土の伝統と文化を守り、郷土を愛す

る態度について、自分との関わりで深く考えることができるよう、構造的な板書で登場人

物の関係や願いを整理したり、地域資料を活用したりするなどの工夫を図りました。 

生徒は、郷土に対する思いをもち、対話的に学習を進めながら、 

・アイヌの人たちの立場に立って、その歴史や文化を大切にしたい。（相互理解） 

・真志保はアイヌ文化を正しく守ることは自分の使命のように感じていた。（真理の探究） 

・郷土の先人に感謝し、地域のために自分にできることを行っていきたい。（社会参画） 

などの道徳的価値との関連を図りながら自分との関わりで多面的・多角的に考え、「郷土の

伝統と文化の尊重、郷土を愛する態度」について、考えを深めることができました。 
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